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機能の概要
説明: オーダーのカスタム属性

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

ハイタッチ

グローバル

Ariba Network、バイヤーおよびサプライヤ お客様が設定
• バイヤー管理者または [カスタマイズ編集者] 権限を持つバ
イヤーである必要があります。

• カスタマイズプロジェクトの割り当て先となるサプライヤグ
ループがすでにアカウントに存在する必要があります。

• カスタマイズプロジェクトを公開するには、バイヤー管理者ま
たは [カスタマイズ公開者] 権限を持つバイヤーである必要
があります。

• 最大 30 のカスタム属性を作成し、ドキュメントの種類全体で
使用することができます。

お客様は、注文書を使用して、コラボレーションプロセス
に関連する情報を送信します。ただし、この情報が Ariba 

Network のさまざまなページ (ドキュメント詳細、WB 一
覧ページ、Excel アップロードページ、レポート) に表示さ
れる標準のフィールドの一部であるとは限りません。

一般的に使用されるフィールドではない場合、それを標
準に追加するには多くの作業を要し、パフォーマンスに
重大な影響が及ぶ場合があります。

バイヤーがカスタム属性を簡単に作成できるようになり、
コラボレーションプロセスに関連するものの Ariba 標準に

は含まれない情報を注文書に含めてサプライヤに伝える
ことが可能となります。

• ソリューションの拡張性を強化
• バイヤーと取引先との間のコラボレーションを改善
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機能の概要
説明: オーダーのカスタム属性

バイヤー管理者がカスタム属性を作成できるようにします。これらのフィールドは、バイヤーユーザーとサプライヤユー
ザーの両方に、以下のように提供されます。

• 一覧ページの列として

• 一覧ページの検索フィルタとして (フェーズ 1: PO、ITC、ITS)

• Excel ダウンロードジョブとして (フェーズ 1: ASN)

お客様は、属性ごとに以下を定義することができます。

• 基本属性: 名前、説明、サイズ、データの種類

• cXML フィールド (特徴、Extrinsic) へのマッピング
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機能の概要
説明: オーダーのカスタム属性/バイヤーの UI の変更点

この機能により、オーダー確認、注文書、および出荷通知のカスタム属性が追加されます。また、以下の表に示すよう
に、これら 3 つのドキュメントの種類のカスタマイズプロジェクトも追加されます。
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機能の概要
説明: オーダーのカスタム属性

カスタム属性

カスタム属性を作成し、注文書、出荷通知、およびオーダー確認に関して、バイヤーとサプライヤの間のコラボレーション
を改善することができます。

カスタム属性により、バイヤーは、標準の Ariba Network ページ ([アップロード/ダウンロード] のジョブの種類およびワー
クベンチのタイル) にまだ含まれていない情報をサプライヤとやり取りできるようになります。

たとえば、<サイズ>や <色> というカスタム属性を作成して、ワークベンチの [出荷対象品目] タイルにこれらの属性を含
むカスタマイズプロジェクトを作成することができます。

これらの属性をワークベンチの [出荷対象品目] タイルに適用すると、サプライヤは、一覧ページでこの情報を確認するこ
とができ、これらのカスタム属性別に出荷通知をフィルタリングすることもできます。
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機能の概要
説明: 属性を作成する方法

バイヤーは、カスタム属性を作成して、一元化された属性ライブラリに追加することができます。

前提条件

バイヤー管理者または [カスタマイズ編集者] 権限を持つバイヤーである必要があります。

制限事項

最大 30 のカスタム属性を作成し、ドキュメントの種類全体で使用することができます。
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機能の概要
説明: 属性を作成する方法
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機能の概要
説明: 属性を作成する方法
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機能の概要
説明: カスタマイズプロジェクト

カスタマイズプロジェクト

カスタマイズプロジェクトを作成して、カスタム属性を [アップロード/ダウンロード] の [出荷通知] Excel テンプレートに追加
することができます。また、カスタマイズプロジェクトを作成して、カスタム属性をワークベンチのタイル ([確認対象品目]、
[オーダー]、および [出荷対象品目]) に追加することもできます。

前提条件

バイヤー管理者または [カスタマイズ編集者] 権限を持つバイヤーである必要があります。

カスタマイズプロジェクトの割り当て先となるサプライヤグループがすでにアカウントに存在する必要があります。
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機能の概要
説明: カスタマイズプロジェクト -手順

1. バイヤーアカウントにログインします。

2. [アカウント設定] → [設定] → [カスタマイズセ
ルフサービス] をクリックします。

3. [プロジェクトの作成] を選択して、新しいカスタ
マイズプロジェクトを作成します。[プロジェクトの
作成] ページが開き、最初の手順 [どのようなプロ
ジェクトを作成しますか?] が表示されます。

4. カスタマイジングプロジェクトのフィールドに情
報を入力します。次のフィールドは必須です。



11PUBLIC© 2022 SAP SE or an SAP affiliate company.All rights reserved.  ǀ

機能の概要
説明: カスタマイズプロジェクト -手順

5. [保存] を選択します。

• [プロジェクト] タブに [カスタマイズセルフサービ
ス] ページが開きます。プロジェクトがカスタマイ
ジングプロジェクトの一覧に示されています。

6. カスタマイジングプロジェクトの行で、[処理] 列の [さ
らに表示] アイコンを選択して、プルダウンリストから
[編集] を選択します。

• [プロジェクトの編集] ページが、2 番目の手順
[プロジェクトをどのようにカスタマイズします
か?] が展開された状態で開きます。
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機能の概要
説明: カスタマイズプロジェクト -手順

7. カスタマイズを行います。品質通知のカスタマイズの詳細については、ドキュメントの「品質通知のカスタマイズプロジェ
クトを作成する方法」を参照してください。

• ワークベンチのタイルのカスタマイズの詳細については、「ワークベンチのタイルをカスタマイズする方法」を参照
してください。

• [アップロード/ダウンロード] の [出荷通知] Excel テンプレートのカスタマイズの詳細については、機能「CSC-
21145: アップロード/ダウンロード用のカスタマイズされた出荷通知テンプレート」で詳細を確認してください。

8. カスタマイズが終了したら、[保存] をクリックします。[カスタマイズセルフサービス] ページが表示されます。

9. カスタマイズプロジェクトの行で、[処理] 列の [さらに表示] アイコンを選択し、プルダウンリストから [テストにプッシュ] を
選択します。[プロジェクトをサプライヤテストアカウントにプッシュ] ポップアップが表示されます。

https://help.sap.com/docs/SAP_Ariba/86cf929e9d4c42c898a6cf461a3eac90/0fcbb6ab07014fd09ffade2e85bcf975.html?state=DRAFT
https://help.sap.com/docs/SAP_Ariba/86cf929e9d4c42c898a6cf461a3eac90/cff52c712f2c423a8acb66644a9ce762.html?state=DRAFT
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機能の概要
説明: カスタマイズプロジェクト -手順

10. [プッシュ] を選択します。カスタマイズプロジェクトがサプライヤのテストアカウントにプッシュされます。[状況] が [テス
トにプッシュ済み] に変更されます。

11.任意: テスト目的で、サプライヤにプロジェクトを割り当てます。この手順は、サプライヤがプロジェクトに割り当てられ
ていない場合にのみ必要です。
 カスタマイジングプロジェクトの行で、[処理] 列の [さらに表示] アイコンを選択して、プルダウンリストから [編集] 

を選択します。
 [どのようなプロジェクトを作成しますか?] セクションの [編集] アイコンをクリックします。
 サプライヤを選択します。
 [保存] をクリックします。

12.カスタマイズプロジェクトが割り当てられたサプライヤのテストアカウントにログインし、カスタマイズを確認します。
13.バイヤーのテストアカウントに戻り、[アカウント設定] → [設定] → [カスタマイズセルフサービス] をクリックします。[カ
スタマイズセルフサービス] ページが開きます。
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機能の概要
説明: カスタマイズプロジェクトを公開する方法
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機能の概要
説明: カスタマイズプロジェクトを作成および公開するためのワークフロー
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機能の概要
説明: カスタマイズプロジェクトをテストする方法

バイヤーは、適用されたカスタマイズプロジェクトを公開前に確認することができます。

前提条件

• バイヤー管理者または [カスタマイズ編集者] 権限を持つバイヤーである必要があります。

• 「カスタマイズプロジェクトを作成する方法」の手順 1 から 11 までを完了しておく必要があります。
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機能の概要
説明: カスタマイズプロジェクトをテストする方法 -手順

1. カスタマイズプロジェクトを割り当てたサプライヤのテストアカウントにまだログインしていない場合は、ログインします。

2. [アップロード/ダウンロード] の [出荷通知] Excel テンプレートのカスタマイズプロジェクトをテストするには、手順 3に進みます。 ワー
クベンチのタイルのカスタマイズプロジェクトをテストするには、手順 4に進みます。

3. [アップロード/ダウンロード] の [出荷通知] Excel テンプレートに対するカスタマイズをテストします。

a) [クイックリンク]、[アップロード/ダウンロード]、[ジョブ] の順に移動して、[作成] をクリックします。[ジョブの作成/編集] ポップアップが開きます。

b) ジョブを作成し、そのジョブを実行して、生成された Excel テンプレートをダウンロードします。詳細については、「アップロード/ダウンロードジョブを作成
する方法」および「アップロード/ダウンロードジョブを実行し、データ変更を行ってアップロードする方法」を参照してください。

c) カスタマイズされた [アップロード/ダウンロード] ジョブテンプレートを生成すると、新しいフィールドが Excel ファイルに列として表示されます。

d) ダウンロードした Excel テンプレートを開き、カスタマイズが正しいことを確認します。

4. ワークベンチのタイルに対するカスタマイズをテストします。

a) [ワークベンチ] をクリックして、テストするタイル ([確認対象品目]、[オーダー]、または [出荷対象品目]) をクリックします。タイルの一覧ページが表示さ
れます。

b) 任意:使用可能な任意のフィルタを使用して、結果をフィルタリングします。

c) 任意:一覧の表示を設定します。表内の列の表示を変更することができます。表のアイコンをクリックして使用可能な列を表示し、表に表示する列を選
択します。
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機能の概要
説明: ワークベンチのタイルをカスタマイズする方法

カスタマイズプロジェクトで、ワークベンチのタイルをカスタマイズして、カスタム属性が列およびフィルタとして含まれるように
することができます。

前提条件

バイヤー管理者または [カスタマイズ編集者] 権限を持つバイヤーである必要があります。

コンテキスト

以下のワークベンチのタイルをカスタマイズすることができます。

• 確認対象品目

• オーダー

注

[オーダー] タイルをカスタマイズすると、オーダーに関連するその他のタイル ([新規オーダー]、[変更されたオーダー]、[請求
書処理対象のオーダー]、および [サービス明細のあるオーダー]) も影響を受けます。

出荷対象品目

• [プロジェクトの作成] ページで最初の手順 ([どのようなプロジェクトを作成しますか?]) を完了し、[保存] をクリックしてプロ
ジェクト情報を保存した場合は、手順 1 から開始します。最初の手順を完了し、[次へ] をクリックした場合は、手順 2 から
開始します。
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機能の概要
説明: ワークベンチのタイルをカスタマイズする方法 -手順

1. [カスタマイズセルフサービス] ページのカスタマイズプロ
ジェクトの行で、[処理] 列の [さらに表示] アイコンを選択し、
ドプルダウンリストから、[編集] を選択します。

• [プロジェクトの編集] ページが、2 番目の手順 [プロ
ジェクトをどのようにカスタマイズしますか?] が展開
されて有効な状態で開きます。
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機能の概要
説明: ワークベンチのタイルをカスタマイズする方法 -手順

2. ワークベンチのタイルに追加するカスタム属性を最大 5 つ選択します。すべて
の属性を選択することも、[カスタム属性] 一覧から属性を個別に選択すること
もできます。

• [作成] をクリックして、新しいカスタム属性を作成することもできます。手
順については、「カスタム属性を作成する方法」を参照してください。

3. 任意:選択した属性を編集します。

a) 属性の横にある [編集] アイコンをクリックして編集します。[カスタム属性
の編集] ポップアップが開きます。ポップアップの 2 番目のヘッダー行に
属性名が表示されます。

b) 以下の編集を 1 つ以上行います。表の列の代替ラベルおよび翻訳を追
加します。

• [フィルタ] 設定を切り替えて、属性をフィルタとして設定します。最大 3 つのフィルタを
設定することができます。

• フィルタの代替ラベルおよび翻訳を追加します。

c) [OK] をクリックします。

4. [保存] をクリックします。カスタマイズプロジェクトが保存され、[カスタマイズセル
フサービス] ページが表示されます。
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